
(57)【要約】

【課題】タイヤの爆発防止ゲイン増加構造の提供。

【解決手段】タイヤ本体１０の内面両側の凸環部１０１

と予備タイヤ体２０の凹環部２０３に一層の樹脂が塗布

されて相互に貼り合わされ、さらにボルト３０が予備タ

イヤ体２０のネジ孔２０１に挿入され並びに凸環部１０

１にねじ込まれて固定し、別にボルト３０がタイヤ本体

１０の凸環部１０１の凹孔に圧入、貫通させられて予備

タイヤ体２０にねじ込まれて固定し、並びに一つのリム

５０でタイヤ本体１０と結合されて一つのタイヤを形成

し、タイヤに対する充気使用が可能となる。タイヤ本体

１０が破壊を受ける時、予備タイヤ体２０がタイヤを支

持して車両を修理工場まで運転できる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
タ イ ヤ の 爆 発 防 止 ゲ イ ン 増 加 構 造 に お い て 、
タ イ ヤ 本 体 と さ れ 、 内 面 両 側 に 、 部 品 の ボ ル ト 固 定 に 供 さ れ る 凸 環 部 が 凸 設 さ れ て 、 該 凸
環 部 に 複 数 の 凹 孔 が 設 け ら れ 、 そ の 内 部 の 中 間 層 に ス チ ー ル ワ イ ヤ と 合 成 糸 が 埋 め 込 ま れ
て 強 化 さ れ て い る 、 上 記 タ イ ヤ 本 体 と 、
環 状 の 予 備 タ イ ヤ 体 と さ れ 、 一 側 に 凹 環 部 が 設 け ら れ 、 並 び に 複 数 の ネ ジ 孔 と 気 孔 が 設 け
ら れ 、 底 部 に 凸 紋 が 設 置 さ れ 、 該 気 孔 が 該 予 備 タ イ ヤ 体 の 放 熱 を 補 助 す る 、 上 記 予 備 タ イ
ヤ 体 と 、
を 具 え 、 タ イ ヤ 本 体 の 内 面 両 側 の 凸 環 部 と 予 備 タ イ ヤ 体 の 凹 環 部 に 一 層 の 樹 脂 が 塗 布 さ れ
て 相 互 に 貼 り 合 わ さ れ 、 ボ ル ト が 予 備 タ イ ヤ 体 の ネ ジ 孔 に 挿 入 さ れ 並 び に 凸 環 部 に ね じ 込
ま れ 、 別 に ボ ル ト が タ イ ヤ 本 体 の 凸 環 部 の 凹 孔 に 圧 入 、 貫 通 さ せ ら れ て 予 備 タ イ ヤ 体 に ね
じ 込 ま れ 、 並 び に 一 つ の リ ム で タ イ ヤ 本 体 と 結 合 さ れ て 充 気 使 用 が 可 能 な タ イ ヤ を 形 成 し
、 タ イ ヤ 本 体 が 破 壊 を 受 け る 時 、 予 備 タ イ ヤ 体 が タ イ ヤ を 支 持 し て 車 両 を 修 理 工 場 ま で 運
転 で き る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 、 タ イ ヤ の 爆 発 防 止 ゲ イ ン 増 加 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 一 種 の タ イ ヤ の 爆 発 防 止 ゲ イ ン 増 加 構 造 に 係 り 、 特 に タ イ ヤ が 尖 っ た も の 或 い は
刃 物 で 破 壊 さ れ て 漏 気 、 爆 発 す る の を 防 止 し 、 続 い て 安 全 に 修 理 工 場 ま で 運 転 し て 修 理 す
る こ と が で き る よ う に し 、 車 を 押 す 苦 労 や 生 命 の 危 険 を 無 く し 、 大 衆 の 運 転 の 安 全 を 増 進
す る 効 果 を 有 す る 、 タ イ ヤ の 爆 発 防 止 ゲ イ ン 増 加 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に タ イ ヤ は 内 側 に チ ュ ー ブ を 具 え た も の と 、 チ ュ ー ブ を 具 備 し な い 高 速 タ イ ヤ の 二 種
類 が あ り 、 こ れ ら の タ イ ヤ は 外 物 に よ る 破 壊 を 防 止 す る 手 段 を 具 備 し な い 。 チ ュ ー ブ を 具
え た タ イ ヤ は チ ュ ー ブ に 充 気 し て 張 力 を 形 成 し 、 タ イ ヤ を 拡 張 さ せ て 運 転 で き る タ イ ヤ と
す る 。 し か し 、 こ の タ イ ヤ が 尖 っ た も の や 刃 物 に よ る 突 き 刺 し 、 破 壊 を 受 け る と 空 気 漏 れ
し て 運 転 不 能 と な り 、 車 を 押 す 苦 労 が 生 じ 、 ま た 、 高 速 で 運 転 中 に タ イ ヤ が 破 壊 さ れ る と
、 事 故 を 発 生 す る 危 険 が あ る 。 一 方 、 高 速 タ イ ヤ は 外 物 が 突 き 刺 さ っ て も 即 刻 漏 気 す る こ
と は な く 、 修 理 工 場 ま で 運 転 す る の に 十 分 な 時 間 を 有 す る が 、 高 速 タ イ ヤ は 不 幸 に も 往 々
に し て そ の 特 性 の た め に 尖 っ た も の が タ イ ヤ に 突 き 刺 さ っ て も 明 ら か な タ イ ヤ 圧 力 不 足 が
起 こ ら な い た め 、 運 転 者 が そ れ に 気 づ か ず に 高 速 道 路 を 運 転 し て い る 途 中 に 、 タ イ ヤ が 急
速 に 漏 気 し て 事 故 を 派 生 し 生 命 を 脅 か す 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 周 知 の タ イ ヤ の 欠 点 を 鑑 み 、 構 造 が 極 め て 簡 単 で 、 タ イ ヤ に 尖 っ た 物 が 突 き 刺
さ っ た り 、 刃 物 で 破 壊 さ れ て も そ の 漏 気 爆 発 を 防 止 で き 、 続 け て 安 全 に 修 理 工 場 ま で 車 を
運 転 で き 、 車 を 押 す 苦 労 や 生 命 の 危 険 を 発 生 せ ず 、 大 衆 の 運 転 の 安 全 を 増 進 す る 、 一 種 の
タ イ ヤ の 爆 発 防 止 ゲ イ ン 増 加 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、 タ イ ヤ の 爆 発 防 止 ゲ イ ン 増 加 構 造 に お い て 、
タ イ ヤ 本 体 と さ れ 、 内 面 両 側 に 、 部 品 の ボ ル ト 固 定 に 供 さ れ る 凸 環 部 が 凸 設 さ れ て 、 該 凸
環 部 に 複 数 の 凹 孔 が 設 け ら れ 、 そ の 内 部 の 中 間 層 に ス チ ー ル ワ イ ヤ と 合 成 糸 が 埋 め 込 ま れ
て 強 化 さ れ て い る 、 上 記 タ イ ヤ 本 体 と 、
環 状 の 予 備 タ イ ヤ 体 と さ れ 、 一 側 に 凹 環 部 が 設 け ら れ 、 並 び に 複 数 の ネ ジ 孔 と 気 孔 が 設 け
ら れ 、 底 部 に 凸 紋 が 設 置 さ れ 、 該 気 孔 が 該 予 備 タ イ ヤ 体 の 放 熱 を 補 助 す る 、 上 記 予 備 タ イ
ヤ 体 と 、
を 具 え 、 タ イ ヤ 本 体 の 内 面 両 側 の 凸 環 部 と 予 備 タ イ ヤ 体 の 凹 環 部 に 一 層 の 樹 脂 が 塗 布 さ れ
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て 相 互 に 貼 り 合 わ さ れ 、 ボ ル ト が 予 備 タ イ ヤ 体 の ネ ジ 孔 に 挿 入 さ れ 並 び に 凸 環 部 に ね じ 込
ま れ 、 別 に ボ ル ト が タ イ ヤ 本 体 の 凸 環 部 の 凹 孔 に 圧 入 、 貫 通 さ せ ら れ て 予 備 タ イ ヤ 体 に ね
じ 込 ま れ 、 並 び に 一 つ の リ ム で タ イ ヤ 本 体 と 結 合 さ れ て 充 気 使 用 が 可 能 な タ イ ヤ を 形 成 し
、 タ イ ヤ 本 体 が 破 壊 を 受 け る 時 、 予 備 タ イ ヤ 体 が タ イ ヤ を 支 持 し て 車 両 を 修 理 工 場 ま で 運
転 で き る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 、 タ イ ヤ の 爆 発 防 止 ゲ イ ン 増 加 構 造 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の タ イ ヤ の 爆 発 防 止 ゲ イ ン 増 加 構 造 は 、
タ イ ヤ 本 体 １ ０ と さ れ （ 図 １ 参 照 ） 、 内 面 両 側 に 、 部 品 の ボ ル ト 固 定 に 供 さ れ る 凸 環 部 １
０ １ が 凸 設 さ れ て 、 該 凸 環 部 １ ０ １ に 複 数 の 凹 孔 が 設 け ら れ 、 そ の 内 部 の 中 間 層 に ス チ ー
ル ワ イ ヤ と 合 成 糸 が 埋 め 込 ま れ て 強 化 さ れ て い る 、 上 記 タ イ ヤ 本 体 １ ０ と 、
環 状 の 予 備 タ イ ヤ 体 ２ ０ と さ れ 、 一 側 に 凹 環 部 ２ ０ ３ が 設 け ら れ 、 並 び に 複 数 の ネ ジ 孔 ２
０ １ と 気 孔 ２ ０ ２ が 設 け ら れ 、 底 部 に 凸 紋 が 設 置 さ れ 、 該 気 孔 ２ ０ ２ が 該 予 備 タ イ ヤ 体 ２
０ の 放 熱 を 補 助 す る 、 上 記 予 備 タ イ ヤ 体 ２ ０ と 、
を 具 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 １ 、 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 タ イ ヤ 本 体 １ ０ の 内 面 両 側 の 凸 環 部 １ ０ １ と 予 備 タ イ ヤ 体 ２
０ の 凹 環 部 ２ ０ ３ に 一 層 の 樹 脂 が 塗 布 さ れ て 相 互 に 貼 り 合 わ さ れ 、 さ ら に ボ ル ト ３ ０ が 予
備 タ イ ヤ 体 ２ ０ の ネ ジ 孔 ２ ０ １ に 挿 入 さ れ 並 び に 凸 環 部 １ ０ １ に ね じ 込 ま れ て 固 定 し 、 別
に ボ ル ト ３ ０ が タ イ ヤ 本 体 １ ０ の 凸 環 部 １ ０ １ の 凹 孔 に 圧 入 、 貫 通 さ せ ら れ て 予 備 タ イ ヤ
体 ２ ０ に ね じ 込 ま れ て 固 定 し 、 並 び に 一 つ の リ ム ５ ０ で タ イ ヤ 本 体 １ ０ と 結 合 さ れ て 一 つ
の タ イ ヤ を 形 成 し 、 タ イ ヤ に 対 す る 充 気 使 用 が 可 能 と な る 。 タ イ ヤ 本 体 １ ０ が 破 壊 を 受 け
る 時 （ 図 ３ 参 照 ） 、 予 備 タ イ ヤ 体 ２ ０ が タ イ ヤ を 支 持 し て 車 両 を 修 理 工 場 ま で 運 転 で き る
よ う に す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 確 実 に タ イ ヤ の 突 き 刺 し を 受 け る こ と に よ る 爆 発 を 防 止 し 、 運 転 の 安 全 を 確 保 す
る 機 能 を 達 成 し 、 ま た そ の 構 造 は 簡 単 で 、 未 だ 公 開 、 使 用 さ れ て お ら ず 、 実 用 性 、 新 規 性
、 進 歩 性 を 具 備 し て い る 。 な お 、 以 上 の 実 施 例 は 本 発 明 の 実 施 範 囲 を 限 定 す る も の で は な
く 、 本 発 明 に 基 づ き な し う る 細 部 の 修 飾 或 い は 改 変 は 、 い ず れ も 本 発 明 の 請 求 範 囲 に 属 す
る も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の タ イ ヤ の 立 体 断 面 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の タ イ ヤ の 組 み 合 わ せ 後 の 立 体 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の タ イ ヤ の 漏 気 形 態 と 予 備 タ イ ヤ 体 が タ イ ヤ を 支 持 す る 状 態 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 タ イ ヤ 本 体
１ ０ １ 　 凸 環 部
２ ０ 　 予 備 タ イ ヤ 体
２ ０ ３ 　 凹 環 部
２ ０ １ 　 ネ ジ 孔
２ ０ ２ 　 気 孔
５ ０ 　 リ ム
３ ０ 　 ボ ル ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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